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市 の 人 口 
	

男 25,598 人 
	

世 帯 数 	14,393 

	

52,722人 
	

女 27,124 人 
	

（昭和54年11月1日現在）住民基本台帳から 

業績たたえ文化奨励賞 

5団体と28人が受賞 

市の54年度の文化奨励賞の表彰式 をはじめ五団体（ 200 人）、個人28人 

は、11月17日午後1時30分から市民 	が表彰されました。 

文化会館で行われ、全日本合唱コン 	 〔関連記事2. 3 面〕 

クール県大会金賞の五所川原合唱団 



昭和54年（1979年）12月1日（460号） ② （第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

南小、五小、野里小に特別賞 
（版 画） （緑の少年団） 

表
彰
式
で
は
、
高
橋
民
一

市
教
育
委
員
長
が
、
 
「皆
さ

ん
の
業
績
は
、
市
の
文
化
振

興
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
」
 

と
あ
い
さ
つ
、
 一
人
一
人
に

賞
状
と
記
念

の
メ
ダ
ル
や
タ

テ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
竹
内
収
入
役

が
、
 
「
さ
ら
に
研
さ
ん
を
積
 

み
今
後
も
立
派
な
成
果
を
あ

げ
て
下
さ
い
」
 
と
祝辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
松
野

木
小
六
年
の
横
嶋
美
由
起
さ

ん
が
、
 
「
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
り
ま
す
」
 
と
お
礼の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
 

歳 出 

支出済額 

39億1,240万円 

支出率 40.6% 
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巨 

I  

mzz影％勿多市 

7.9% 

5.6% 

71.9% 巨り彩りりク％り％勿多zりりりりり勿％多  地方交付税  

P   

36・2％ 	 多％ら勿多zzzzり 国庫支出金  

40.5% 

0 

民 生 費 

木
 

土 木 費 勿勿z％彩％1  
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718192021222324 
億 
円 

歳 入 

収入済額 

37億8,988万円 

収入率 39.4% 

24232221201918171615 141312 1110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 
億 
円 

.（昭和弘年度）一般会計歳入歳出予算執行状況 

（昭和54年 9 月30日現在） 

護白婆 54 年 度毒毒

ニブーー＝事事＝＝上半塑なーら嚢 
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 一

 

今
年
度
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

大
会
に
版
画
を
出
品
し
た
南
小
、
 

全
国
版
画
カ
レ
ン
ダ

ー
コ
ン
ク
 

ー
ル
で
特
賞
に
輝
い
た
五
小
、
 

全
国
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
会

で
優
秀
団
体
に
選
ば
れ
た
野
里

小
緑
の
少
年
団
の
三
団
体
に
特

別
賞
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

五
回
目
の
受
賞
を
記
録
し
た

一
団
体
、
三
個
人
に
も
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
個
人

▽
書
道
の
部
 
佐
々

木
伸
子
、
中
川
伸
吾
、
横
嶋
美

由
起
、
長
内
里
美
、
斎
藤
千
賀

子

（
以上
松
野
木
小
）
 

▽
作
文
の
部
 
白
戸
宏
二
（
七

ッ
館
小
）
、前
田
栄
子
、

尾
野
摩

哉
（
以
上
五
三
中

）
 

▽
珠
算
の
部
 
山

本
葉

子
 

（
南
小
）
木
村
愛
子

（
飯
詰
中
）
 

山
口
美
智
代
、
上
見
真
由
美
、
 

和
田
千
穂
子
、

阿
部
え
つ
子
、
 

中
谷
博
美
、

太
田
恵
美
子

（
以

上
木
造
高
）
中
谷
智
津
子

（
五

商
高
）
 

▽
ピ
ア
ノ
の
部
 
一
戸
秋
香
 

（
五
一
中
）
 
一
戸
真木

（
五高
）
 

▽
短
歌
の
部
 
関
喜

代
栄
 

（
五所
川
原
短
歌
会
）
大
沢
良

治
、
蝦
名
麗
子
（
以
上

ァ
ス
ナ

ロ
短
歌
会
）
 

▽
俳
句
の
部
 
敦

賀
喜
久
蔵
 

（
五
所
川
原
俳
句
会
）
 

▽
川
柳
の
部
 
菊

池
富
美
雄
 

（川
柳
岩
木
吟
社
）
 

▽
版
画
の
部
 
木
村

智
枝
美
 

（
五
小
）
 

▽
囲
碁
の
部
 
石
川
紘

（
五

所
川
原
碁
楽
会
）
鎌
田清
晶
（
五

高
）
 

▽
絵

画
の
部
 
千
葉

輝
美
 

（
五
小
）
 

（
敬
称
略
）
 

ロ
団
体

▽
木
造
高
校
珠
算
部
・

中
谷
博
美
ほ
か
四
人

（
県珠
算

競
技
大
会
団
体
優
勝
）
 

▽
五
所
川
原
高
校
音
楽
部
・

一
戸
和
久
ほ
か
八
十
三
人

（
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

金
賞
）
 

▽
五
所
川
原
高
校
女
声
合
唱

団
・
佐
々
木
貞
直
ほ
か
五
十
九
 

地
方
自
治
法
第
二
四
三

条
の
三
第

一
項
お
よ
び
五

所
川
原
市
「
財
政
状
況
」
 

の
公
表
に
関
す
る
条
例
第

二
条
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
五
十
四
年
九
月
三
十
日

現
在
に
お
け
る
財
政
状
況

を
公
表
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
四
年
十
一
月

三
十
日
 五

所
川
原
市
長
 

寺
田
 
秋
夫
 



一
 

衛生債 5.680万円 1.3% 
災害復旧債 7,212万円 1.7% 
民生債 8,188万円 1.9% 

労働債 3,269万円 0. 8% 

消防債 2,196万円 0. 5% 

43億18
哲円声 1805 )1%FI8.7% 

③ （第 3種郵便物認可） 広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）12月I日（460号） 

    

    

農
業

者

の
 

転
職

訓
練

ー
 

締
切
り
は
十
五
日
で
す

農
業
従
事
者
を
対
象
と
し
た

型
枠
大
工
の
転
職
訓
練
の
募
集

締
切
り
は
、
＋
二
月
十
五
日
（
土）
 

で
す
。
 

詳
し
く
は
、
十
一
月
一
日
付

広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
（
六
面
）
 

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
参
照
下
さ
い
。
 

選
考
は
、
十
二
月
十
八
日
（
火）
 

午
前
十
時
か
ら
市
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。
 

新 年 

名刺交換会 

◇と き 昭和55年 1月1日午前11時から 

◇ところ 市民文化会館 

◇会 費 1, 200円。 （申し込みと同 

時に納入して下さい。） 

◇申込み締切り 12月20日（木）まで。 

◇申込み先 市総務課，五所川原商工会議所 

谷
智
津
子
（
五
商
高
・
同
）
 

人

（
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

県
大
会
銀
賞
）
 

▽
五
所
川
原
合
唱
団
・
坂
本

菊
枝
ほ
か
四
十
七
人
（
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
金
賞
）
 

▽
飯
詰
中
学
校

・
坂
本
十
一

ほ
か
二
人

（
県
総合
珠
算
大
会

対
抗
リ
レ
ー
第
二
部
第

一
位
）
 

ロ
特
別
賞
 
南
小
学
校
、
五

所
川
原
小
学
校

（以
上
版
画
部

門
）
野
里
小
学
校
緑
の
少
年
団
 

ロ
五
回
受
賞
者
 
五
所
川
原

合
唱
団
、
中
谷
博
美
、
太
田
恵

美
子
（
以
上
木
高
・
珠
算
）
中
 

一般会計現債高 
	

特別会計の執行状況 
（昭和54年 9月30日現在） 

	
（昭和54年 9 月30日現在） 

国民健康保険事業勘定 

叫ョ曹予算額 

20億1,892万円 	40.3% 

長者森平和公園造成事業

予算額 

34 .9% 

1, 535万円 	25.3% 

市立高等看護学院 

予算額 

68 .4% 

3,290万円 	2.9% 41 .1% 
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広報ごしょがわら （第3 種郵便物認可） 

匿警ケ馨夢ま 

欝 

臨 

驚 

「難t 
薮ナ 

除
雪
作
業
は
、
 

交
通
の
少
な
い
時
 

間
帯
に
行
う
た
め
、
 

、
・v
 
夜
間
や
早
朝
の
作
 

業
が
多
く
、
雪
、
 

地
吹
雪
中
の
作
業

の
た
め
視
界
が
悪

く
非
常
に
危
険
で

す
。
 

駐
車
し
て
い
る

部
分
が
除
雪
で
き
 

な
く
な
り
、

こ
れ

が
交
通
障
害
の
原

因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
 

除
雪
中
、
三
十
屑

以
内
は

危
険
 

除
雪
車
は
、
重
機
械
で
あ
り

前
方
で
も
十

U
以
内
に
入
る
と

死
角
に
な
り
ま
す
。
雪
の
な
か
 r

 
に
入
っ
て
い
る
砕
石
、
木
材
、
 

ガ
ラ
ス
な
ど
が
飛
散
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
U
以

内
に
近
寄
ら
な
い
で

下
さ
い
。
 

除
雪
は
 

「右
側
走
行
」
も
 

風
向
、
道
路
、
雪
提
条
件
で

右
側
を
走
行
し
な
が
ら
除
雪
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
車

は
徐
行
し
て
下
さ
い
。
除
雪
機

械
は
作
業
中
必
ず
「
黄
色
回
転

灯
」
を
点
灯
し
て
お
り
ま
す
。
 

旅
雪鷲

が
画
」」郎
）
一

譲

鐘
繊

磐
。
一
 

早
急
に
報
告
さ
れ
な
い

と
原
因
一
 

鶏
籍
建
弓
保
障の
対一
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

ロ
受
付
期
間
 
十
二

月
一
日
 

（土
）ー
十
二
月
二
十
五
日
（
火
）
 

ま
で
 

ロ
受
付
場
所
 
市
福
祉
事
務

所
（
申
請
書
用
紙
は
、
福
祉
事

務
所
、
各
保
育
所
に
備
え
て
お

り
ま
す
。
）
 

ロ
対
象
幼
児
 
生
後
四
カ
月

以
上
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

で
、
家
庭
で
の
保
育
が

で
き
な

い
次
の
①
ー
⑥
ま
で

の
事
情
の

あ
る
家
庭
で
す
。
 

①
母
親
が
家
庭
の
外
で
仕
事

を
し
て
い
る
た
め
保
育
が
で
き
 

,
 

②
母
親
が
家
庭
の
な
か

で
家

事
以
外
の
仕
事
を
し

て
い
る
た

め
保
育
が
で
き
な
い
 

③
母
親
が
い
な
い
家
庭
で
保

・

育
が
で
き
な
い
 

④
母
親
が
出
産
、
病
気
、
心

身
障
害
等

で
保
育
が

で
き
な
い

⑤
家
庭
内
に
病
人
、
障
害
者

が
お
り
、
母
親
が
看
護
に
あ
た

る
た
め
保
育
が
で
き
な
い
 

⑥
そ
の
外
、
右
記
以
外

で
保

育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

家
庭
 

ロ
添
付
書
類
 

①
昭
和
五
十

四
年
度
の
納
税
通
知
書

（
市
県
 
 

民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
税
）
 

⑥
母
親
が
勤
め
て
い
る
場
合

は
、
就
労
証
明
書
 

の
母
親
が
出
産
、
病
気
等
の

場
合
は
診
断
書
 

ロ
面
接
 

昭
和
五
十
五
年

一
月
中
に
予

定
し
て
い
ま
す
。
 
（
日時
等
は

追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。
）
 

申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、
 

特
別
な
場
合
を
除
き
、
地
元
の

保
育
所

（園
）
を
希
望
す
る
よ

う
お
願

い
し
ま
す
。
 

保
育
所
（
園
）
の
募
集
定
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

市
で
は
、
冬
期
間
の
交
通
 
市

の
五
十
四
年
度
の
除
排
  

除
排
雪
に
関
す
る
要
望
等

確
保
と
市
民
生
活
の
安
定
を
  

雪
路
線
は
、
県
道
の
協
力
路
 
は
、

三
道
会
館
二
階
に
受
付

図
る
た
め
、
十
二
月
一
日
か
  

線
を
含
め
て
総
延
長
百
六
十
  

庶
務
班

（
。
⑤
二
一
一
一
番

ら
「
除
排
雪
対
策
本
部

」
を
  

・
七
三
キロ
居
。
こ
れ
を
市
直
  

・
内
線
三
二
二
番

・
三
三
〇
 

除
排
雪
対
策
本
部
設
け

る
 

要
望
等
は

内
線
三
ニ
ニ
番

・
三
三
〇
番

へ
 

建
設
課
に
設
け
、
要
望
等
の
 
営
と
請
け

負
い
の
八
工
区
に
  

番
）
を
設
け
受
け
付
け
し

て
 

受
け
付
け
か
ら
除
雪
車
の
出
 
分
け
、

除
排
雪
機
械
を

フ
ル
  

い
ま
す
。
 

動
ま
で
除
排
雪
作
業
を

一
貫
 
出
動

さ
せ
生
活
道
路
等
の
確
 

し
て
行
い
ま
す
。
 

保
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
 

路上駐車はしないで 

ま 



,
 

 

路
上
故
障
は
目
印
を
 

*
 

*
 

*
 

福
祉
資

金

の
貸
し

付
け
 

申
請
を
受

付
け
 

高
専
、
大
学
及
び
各
種
学
校
に
 

同
（
自
宅
外
）
五
万
五
千
円
 

進
学
し
よ
う
と
す
る
方
、
ま
た
 

ロ
予
約
受
付
期
間
 

す
で
に
在
学
し
て
い
る
方
 

十
二
月
一
日
ー
十
二
月
二
十
 

ロ
福
祉
資
金
の
種
類
 
日
 

①
修
学
資
金
 
公
立
（
月
額
）
 

ロ
受
付
場
所
 

六
千
円
、
私
立
（
同
）

一
万
八
 
市

福
祉
事
務
所

・
児
童
係
 

千
円
 

（
廿
⑤
二

一
一
一
番
・
内
線
一
一
 

②
修
業
資
金
 
中
卒
（
自
宅
）
 
四
三
番

）
 
（
申
請
用
紙
あ
り
。）
 

みんなで考えよう

冬の省工ネルギー 

保育所（園）と募集定員 

所在地 保育所（園）名 定 l 所在地 保育所（園）名 定員 

柳
 
飯
 
鶴
 
松
 

川
 
藻
 
濃
 
鎌
 
梅
 
米
 

町
？

川

m
 
湊
 
朗
 
山
 
川
 
市
 
釧
 
田
 
田
 

五所川原保育園 1
 

1
  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
  

2
 
6
 
6
 
6
 
2
 
6
 
6
 
6
 
6
 
9
 
9
  

さっき町 第一さっき保育園 

若葉保育園 平和町 さく ら保育園 

三好保育所 新宮団地 新宮団地保育園 

さかえ保育園 下平井町 第二さっき保育園 

まっしま団地保育園 

中川保育所 

藻川保育園 

神 山 

飯 詰 

長橋保育園 

(54.10.1 M園) 

なかたて保育園 

90606060
60

60

60 

七和保育園 (55. 	4.1 開園） 

かまや保育園 みどり町 なおみ保育園 

梅田保育園 (55. 4.1 開園） 

津軽野保育園 

雪
の
な
か
に
車
を
乗

り
捨
て

ま
す
と
地
吹
雪
、
降
雪
な
ど

で

埋
も
り
、
除
雪
車
が
発
見
で
き

ず
衝
突
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
 

目
印
に
は
、
赤
旗
を
で
き
る

だ
け
高
く
立
て
て
下
さ
い
。
 

路
上
に
雪
を
 

捨
て
な
い
 

除
雪
は
、
全

部
機
械
力

で
お

こ
な
い
ま
す
の

で
、
路
側
に
雪

が
た
ま
り
ま
す
。
 

こ
の
雪
は
、
 
一

定
量
に
な
る
と

運
搬
、
排
雪
し

ま
す
の
で
通
路

な
ど
に
入
っ
た

雪
は
路
側
に
積

ん
で
お

い
て
下

さ
い
。
 

道
路
は

広
く
 

私
有

物
件
 

（材
木
、
鋼
材
）
 

が
路
上
に
は

み

出
し
て
お
り
ま

す
と
除
雪
車
が

衝
突
、
巻
き
込

み
の
た
め
重
大

な
事
故
発
生
の

原
因
に
な
り
ま
 
 

す
。
 

例
え
ば
、
歩
道
に
車
を
乗
り
 

＊
 

入
れ
る
た
め
歩
車
道
の
境
界
に
 

お
い
て
い
る
木
材
、
鋼
材
は
積
 

雪
状
態
に
な

る
と
使
用
さ
れ
な
 

い
わ
け
で
す
か
ら
冬
期
間
は

取
 

り
外
し
て
下
さ
い
。
路
上
で
の
 
*
 

ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
 
「
か
ま
 

く
ら
」
遊
び
は
や
ら
な
い
で
下
 

さ
い
。
 

除
雪
に
 

ご
協
力
を
 

屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪
は
で
 

き
る
だ
け
空
地
な
ど

に
捨
て
る
 

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

本
格
的
な
実
『
さ
を

ひ
か
え
、
ス
ト
ー
ブ

の
取
り
付
け
、
新
居

へ
の
移
転
な
ど
が
急

に
増
え
、
そ
れ
に

つ

れ
て
電
話
の
移
転
工

事
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

局
で
は
、
で
き
る

だ
け
お
客
さ
ま
の
ご

希
望
に
そ
う
よ
う
努

力
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

「
い
ま
す
ぐ
」
 
「き

ょ
う
、
明
日
中
に
」
 

と
い
っ
た
急
ぎ
の
工

事
に

つ
い
て
は
、
希

望
ど
お
り
お
伺
い
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
 

ま
す
。
こ
れ
は
あ
ら
か
じ
め
ご

注
文
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
工
事

日
を
予
約
し
た
う
え
、
そ
の
日

程
に
し
た
が
っ
て
工
事
を
す
す

め
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

引
っ
越
し
、
家
屋
の
改
造
、
 

電
話
機
の
移
転
な
ど
で
電
話
工

事
が
必
要
な
場
合
は
、
少
な
く

と
も
十
日
ぐ

ら
い
前
に
電
話
工

事
の
希
望
期
日
と
工
事
の
内
容

を
局
に
お
申
し
付
け
下
さ
い
。
 

と
く
に
年
末
年
始
に
は
移
転
工

事
が
大
変
混
み
ま
す
の
で
余
裕

を
も
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

住
所
が
変
わ
る
場
合
、
移
転

先
の
近
く
に
あ
る
電
話
柱
に
表

示
さ
れ

て
い
る
記
号
を
連
絡
し

て
い
た
だ
き
ま
す
と
好
都
合
で

す
。
 （

五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

                          

                          

                          

                        

除排雪奉

作業の 

                        

                        

一
一
 

一
 
一
 

               

               

               

母
子
、
寡
婦

（
か
ふ
）
家
庭

で
、
来
年
四
月
高
等
学
校
、
大

学
等
に
進
学
す
る
方
に
対
し
、
 

次
の
要
領
で
福
祉
資
金
の
貸
し

付
け
を
行
い
ま
す
。
 

該
当
す
る
方
は
申
請
し
て
下

さ
い
。
 

ロ
貸
付
の
対
象
者
 

五
十
五
年
度
に
高
等
学
校
、
 

三
万
五
千
円
、
 

 
同

（
自
宅
外
）
 

四
万
五
千
円
 

高
卒

（
自宅
）
四
万
五
千
円
、
 

同
（
自
宅
外
）
五
万
五
千
円

③
就
学
支

度
資
金
 
小
学
校

二
万
六
千
円
、
中
学
校
三
万
円

高
校
（
自
宅
）
三
万
五
千
円
、
 

同
（
自
宅
外

）
四
万
五
千
円

大
学
（
自
宅
）
四
万
五
千
円
、
 

電話の移転工事はお早めに 
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年末の交通事故防止運動 
五所川原市交通事故防止対策本部 

期 間 12月 1 日 ～ 12月31日 

運動の重点 

1 飲酒・暴走運転の追放 

2 正しい歩行・正しい横断の励行 

3 交通安全家族会議の推進 

4 道路の不法使用と路上駐車の防止 

市内の交通事故死亡者は、今年 1 月から11月 9 日まで 5人になりました。 

若者の飲酒・暴走による死者 3人、子供とお年寄りの飛び出しによる死者 

2 人となっています。 

飲酒・暴走運転は絶対やめ、子供とお年寄りをみかけたらとくに安全運転

に気を配って下さい。 

（篤
菜
真
窪
ミ
貧
葺

醜
 

」m
lー
レ，
よ
 

さ
せ
ま

せ
ん

運
動

」
 

費
曹

尋
ミ
 

二
麟
維
舞
 

.
 紛

争

つ
づ
き
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
人
々
に
、
こ
ん
ど
は
飢
え
と

病
気
と
が
襲

い
か
か
っ
て
い
ま

す
。
 

荒
廃
し
た
国
土
の
中
で
、
生

き
る
糧
を
失
っ
た
人
々
は
、
ひ

た
す
ら
救
援
の
手
が
伸
ば
さ
れ

る
こ
と
を
待
つ
ば
か

り
で
す
。
 

牲
詔
「
第
三
一
 

十
二
月
十
日
は
、
 
「人
権
デ
 

ー
」
で
す
。
 

「人
権
の
共
存
 
互
い

に

相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か
な

人
間
関
係
を

つ
く
ろ
う
：
己
を

強
調
テ
ー
マ
と
し
た
、
 
「第
「
一

一
回
人
権
週
間
」
が
十
二
月
四

日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
 

こ
ん
な
と
き
は
 

人
権
擁
護
委
員
へ
 

人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
人

権
に
関
す
る
心
配
ご
と
は
、
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
青
森

地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
へ

ご
相
談
下
さ
い
。
 

ロ
相
談
事
項
 

o

人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
場
 

A
ロ
 

o

結
婚
、
離
婚
、
相
続
な
ど

家
事
問
題
 

幼
児
の
死
亡
率
が
高
く
、
驚

く
ほ
ど
少
な
い
子
ど
も
た
ち
で

さ
え
大
半
は
、
栄
養
失
調
の
た

め
目
の
輝
き
を
失
い
、
髪
も
変

色
し
た
ま
ま
の
状
態
で
す
。
 

赤
痢
、
結
核
、

マ
ラ
リ
ア
が

ま
ん
延
し
て
い
ま
す
。
国
際
赤

十
字
は
、
 
「カ
ン
ボ
ジ
ァ
救
援
 

回
人

権
週

間
」
 

〇
借
地
、
借
家
、
土
地
、
金

銭
貸
借
、
交
通
事
故
問
題
 

o

隣
り
近
所
の
も
め
ご
と
、
 

そ
の
他
 
 

を
強
化
し
よ
う
」
と
の
方
針
を

固
め
、
大
が
か
り
な
救
援
活
動

を
計
画
中
で
す
。
 

迅
速
な
、
手
厚
い
救
援
が
望

ま
れ
ま
す
の
で
、
日
本
赤
十
字

社
は
救
援
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
限
 
十
二
月
二
十
 

日
 ロ

受
付
場
所
 
市
福
祉
事
務

所

・
日
赤
係
 

「人
権
相
談

所
」
を
開
設
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
十
日
（
月
）
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
岩
木
町

一

二
、
 
「市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
 

（
。④
三
四
九

四
番
）
 

カ
ン

ボ
ジ

ア
難
民
 

救
援
金
を

募
集
 

なやみ・心配・困りごとのご相談は 

	市民相談室をご利用下さい 

市庁舎正面玄関から 2 階にのぼって左側に市民相談室 

を常時開催しています 

◆交通事故の問題 

◆人権に関する問題 

◆心配ごとの相談 

◆役所の仕事でわからないこと、改めてほしいこと、 

離婚や扶養に関する家庭問題 

などに、次の専門家が当っております。 

毎週水曜日は社会福祉協議会相談員 2 人 

金曜日は五所川原人権擁護委員 1人 

毎月第2・4 水曜日は県交通事故相談所員 1人 

（場所 市中央公民館） 

なお、行政相談委員（坂本甚作氏、成田栄一氏）は随 

時相談に応じていますっ 

無料、秘密を守ります。 

'I 



高木きよ子

永田 耕衣

宇野 千代

大原 富枝

岡本 好吉

開高 健

五井 野正

円地 文子

渡辺淳一郎

朝吹登水子

津島 祐子

村上 元三

佐野美津男

杉本 苑子

箱崎 総一 

新龍釣瓶 

青森の子ら 	青森作文の会 

桜 百 首 

名句入門 

ママの話 

めぐりあい 

草木の精 

歩く影たち 

七次元よりの使者 

食卓のない家 

く れなる 

愛のむこう側 

氷 原 

十二支館 

児童文学セミナー 

片方の耳飾り 

脳の神話 

縄
麟
麟
難
潜
為
 

【
声覇
 

』

一
 
 
」
一
一
 

市立図書館 

生田 正輝

高橋 正雄

千葉 寿夫

加藤日出男

関 雄峰

永井 路子

稲垣 史生

田中清一郎

会田 雄次

ぎょうせい

水野 肇 

新聞を斬る 

新青森県地誌 

年 輪 

出会を作る人生論 

禅 の 心 

日本夫婦げんか考 

時代考証事典 

中国の俗諺 

日本人材論 

祭りと芸能の旅 

ガン制圧事典 

働きぎかりの精神医学 
平井 富雄 

食品成分表 

農家の日常料理 斎藤 和子 

室内インテリア事典 
「室内」編集部 

あぶない化粧品 
日本消費者連盟 

津軽の味 芳賀 文子 
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乳幼児の健康診査 

市では、乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行 

います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後12時45分から 1時30分まで。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中かほかの医療機関で健康診査を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導を行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 	カ 月 児 
昭和54年 
8 月生まれの

乳 児 
12月12日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和54年 
5 月生まれの

乳 児 
12月18日 ク 

1歳6 カ月児 
昭和53年 
6月生まれの

幼 児 
12月25日 ク 

住
居
に
番
号
を

つ
け
る

私
た
ち
の
住
所
や
事
務
所
、
 

会
社
な
ど
の
所
在
地
を
わ
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、

市
で
は
、
 

今
年
度
か
ら
住
居
表
示
を
行
う

こ
と
に
な
り
、
す
で
に
新
宮
地

区
を
対
象
に
具
体
的
な
作
業
に

ー
 

入
っ
て
い
ま
す
。
 

町
と
町
の
境
を
は
っ
き
り

こ
れ
ま
で
は
、
私
た
ち
が
使

っ
て
い
る
住
所
の
所
有
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
財
産
番

号
で
住
所
を
表
わ
す
た
め
に
使
 
 

っ
て
き
ま
し
た
。
 

し
た
が
っ
て
、
町
と
町
の
境

が
は
っ
き
り
せ
ず
、
番
地
に
よ

っ
て
広
い
と
こ
ろ
や
狭
い
と
こ

が
あ
る
た
め
、

同
じ
番
地
の

家
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
り
、
番
 

駅
東
部
第
二
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
区
域
内
の
保
留
地
を

次
の
要
領
で
公
売
し
ま
す
。
 

市
庁

舎
を
訪
間
 

東
京
大
空
襲
下
一
人
け
な
げ

に
生
き
ぬ
く
十
二
歳
の
少
女
を

描
い
た
 
「ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
（
橘

裕
典
監
督
）
」
 
に主
演
し
た
蝦

名
由
紀
子
さ
ん

（
中
学
二
年
ー
 

写
真

ー
）
が
、
十
一
月
九
日
、
 

寺
田
市
長
を
た
ず
ね
上
映
の
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
 

由
紀
子
さ
ん
は
、
毘
沙
門
出

身
蝦
名
良
治
さ
ん
の
長
女
で
、
 

映
画
の
出
演
は
こ
れ
が
四
本
目
。
 

十
一
月
二
十
五
日
、
市
民
文

化
会
館
で
二
回
に
わ
た
り
公
開

上
映
さ
れ
、
由
紀
子
さ
ん
の
熱

演
に
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
 
 

地
が
順
序
よ
く
並
ん
で
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
番
地
に
よ
っ
て

人
や
家
を
探
し
た
り
す
る
苦
労

が
多
く
、
郵
便
の
配
達
や
行
政

連
絡
、
日
常
の
生
活
で
い
ろ
い

ろ
な
不
便
、
障
害
が
み
ら
れ
ま

す
。
 

住
居
表
示
を
実
施
す
る
と
、
 

こ
う
い
う
不
便
が
な
く
な
り
ま

す
。
 

ロ
入
札
の
日
時
 
十
二
月
二
十

二
日
（
土
）
午
後
一
時
（
受
付
）
 

ロ
入
札
の
場
所
 
産
経
会
館

四
階
会
議
室
 

ロ
入
札
に
付
す
る
保
留
地
の

位
置
及
び
地
積
 

ロ
入
札
保
証
金
の
積
立
 

入
札
金
額
の
百
分
の
五
以
上

を
入
札
前
に
納
付
す
る
。
 

詳
し
い
こ
と
は
市
都
市
計
画

課
（
廿
⑤
二
一
一
一
番

・
内
線

二
三
二
）
へ
お
問
い
会
わ
せ
下

さ
い
。
 

無
料
巡

回
診
療
」
 

を
実
施
 

北
五
医
師
会
で

は
、
市
と
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
の
協

力
に
よ
り
、
次
の
日
程
で
 
「無

料
巡
回
診
療
」
を
行
い
ま
す
。
 

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
気
軽

に
お
い
で
下
さ
い
。
 

当
日
は
、
血
圧
測
定
も
行
い

ま
す
。
 

時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。
 

ロ
十
二
月
十
三
日
（
木
）
 
長

富
集
会
所
 

ロ
十
二
月
十
四
日
（
金

）
 

共
栄
集
会
所
 

ロ
十
二
月
十
九
日
（
水
）
 

興
隆
 
朝
日
婦
人

ホ
ー
ム
 

《
 

 

新
し
い
住
居
表
示
を
実
施
 

だ
れ
に

も
わ

か
り
や

す

く
親
し

み
や

す
い

も
の
に
 

由
紀
子
さ
ん
 

（
ガ
ラ
ス

の
う
さ
ぎ

に
主
演
）
 保

留
地
を

公
売
 

一
一
六
 

一
一
か
 

一
  
〇
 

一
  
〇
 

街
区
 

街
区
番
号
 

九 
】
0
  

六 
一
  
〇
 

符
号
 

九
，m
 
 

三
八
八
、一
「m
 
 

一
一
六
八
、
0
d
  

三
d
  

一
ニ三
五
、三
，r
n
 

 

四

一
一
、八
肩
 

面
 
積
 



印
献
金
運
動
に

2
1万
余
円
 

玉
 
→
F

イ
二
、
？
i
F
ー

“
ー
 
ノ
；
ー
 

寝
た
き

り
老
人
に
配
分
 

一
円
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甚旬保存会がくるみ園を慰問 

五
所
川
原
甚
句
保
存
会

（
鶴

谷
初
太
郎
会
長
、
会
員
三
十

八
人
）
は
十
一
月
九
日
、市
立

養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み

園
」
を
た
ず
ね
、
お
生
去
川
り

た
ち
に
会
員
自
慢
の
ノ
ド
や

踊
り
を
披
露
し
喜
ば
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
広
間
に
集
ま

っ
た
お
年
寄
り
た
ち
を
前
に

日
頃
練
習
し
て
い
た
花
笠
踊

り
ゃ
津
軽
民
謡
、
三
味
線
の

曲
弾
き
を
次
々
披
露
し
、
「寒

さ
の
お
り
体
に
気
を

つ
け
、
 

元
気
に
お
過
し
下
さ
い
」
 
と

励
ま
し
ま
し
た
。
 

聾
従
業

員
 

ロ
と
き
 
五
十
五
年
二
月
十

五
日
（
金
）
午
後
二
時
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五
階

ホ
ー
ル
 

ロ
表
彰
者
の
申
請
 

①
三
十
年
以
上
勤
続

者
に
日

本
商
工
会
議
所
会
頭

賞
 

②
二
十
年

以
上
勤
続
者
に
東

北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
長

賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
の
で

一
月
十
日
ま
で
商
工
会
議
所

へ

申
請
し
て
下
さ

い
。
 

③
十
年
以
上
、

五
年
以
上
の

勤
続
者
及
び
特
別
功
労
者
表
彰

に
つ
い
て
は
追
っ
て
要
綱
を
送

付
し
ま
す
。
 

を

表
彰
 

年
賀
状
は
、
十
二
月
二
十
日
 

こ
ろ
ま
で
お
出
し
下
さ
い
。
 

取
り
扱
い
は
、
十
二
月
十
五
 

日
か
ら
で
す
。
 

十
二
月
十
五
日
（
土
）
、
十
 

六
日

（
日
）
は
、
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
年
賀
状
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

年
賀
状
を
お

書
き
の
場
合
は
、
 

次
の
点
に
ご
留
意
下
さ
時
 

①
住
所
は
、

字
名
、
番
地
ま

で
は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。
 

②
子
供
さ
ん

あ
て
に
は
、
世

帯
主
の
氏
名
も
忘
れ
な
い
で
下
 

業
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
高

級
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
二
台
ー
写
真
 

ー
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
 

ー
に
備
え
お
年
寄
り
に
役
立
て

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
五

十
四
年
の
青
色
申
告
者
の
決
算

及
び
年
末
調
整

の
説
明
会
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

関
係
者
は
出
席
し
て
下
さ

い
。
 
 さ

い
。
 

③
公
営
住
宅
、

ァ
パ
ー
ト
等

は
、
棟
番
号
も
書
い
て
下
さ
い
。
 

④
郵
便
番
号
も
住
所
の
一

部

で
す
。
 

ご
贈
答
用
小
包
は
、
十
二
月

十
五
日
こ
ろ
ま
で
お
出
し
下
さ

い
。
お
そ
く
出
さ
れ
ま
す
と
、
 

年
内
に
配
達
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

郵
便
物
の
取
り
扱
い
に

は
充

分
注
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
内

容
品
に
合
っ
た
包
装
を
し
て
お

出
し
下
さ
い
。
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

保
健
所
、
末
 

広
町
に
移
転
 

五
所
川
原
保
健
所
で

は
、
七

月
上
旬
か
ら
庁
舎
の
補
修
工

事

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、

十
一
月
二
十

七
日
移
転
し
業
務
を
始
め
て
お

り
ま
す
。
 

ロ
所
在
地
 

五
所
川
原
市
末
広
町
一
四

五
所
川
原
保
健
所
 

ロ
と
き
 
十

二
月
六
日
（
木
）
 

七
日
（
金

）
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
三
時
三
十
分

ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
葛

西
専
造
会
長
）
で
は
、
恵
ま
れ

な
い
人
々
に
愛
の
手
を
差
し
述

べ
よ
う
と
、
七
月
一
日
か
ら
三

カ
月
間
、
 
「
一
円
玉
献
金
運
動
」
 

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
九
十

件
、
二
十
一
万
七
千
三
円
の
温

い
献
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

同
連
合
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど

開
い
た
役
員
会
で
、
皆
さ
ん
か

ら
寄
ら
れ
た
献
金
を
在
宅
と
施

設
の
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に

配
分
し
、
役
立
て
て
も
ら
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
 

三中生徒会・ 2 万3千余円を寄付 

基
金
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
、
 

財
団
法
人
市
教

育
振
興
会

へ
一
一

万
三
千
五
百
五

十
九
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 

先
般
開
い
た

三
中
祭
の
収
益

金
を
贈
っ
た
も

の
で
す
。
 

市
立
第
三
中

学
校
生
徒
会
で
 

は
十
一
月
十
七
 
東
洋

リ
ビ
ン
グ
囲
会
社
で
は

日
、
教
育
振
興
 

十

一
月
十
二
日
、
市
の
福
祉
事
 

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
2
台
寄
贈
 

年
賀
状
、

1
5日
か
ら
引
受
け
 

決
算
と
年
末

調
整
の
説
明
会
 

広
報
紙
の
早
期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
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